
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
ま
で

　

富
士
山
は
、
そ
の
雄
大
さ
、
気
高
さ
に
よ
り
、
古
代
か
ら
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
、
心
の
拠
り
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
山
で
あ

る
。
こ
の
た
び
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
は
、
そ
う
し
た
富
士
山
の
美
し
い
景
観
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
人
々
の
思
想
や
信
仰
に
よ
り
育

ま
れ
て
き
た
日
本
文
化
の
象
徴
で
あ
る
富
士
山
が
世
界
の
宝
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

戦
後
の
日
本
人
は
、
か
け
が
え
の
な
い
霊
峰
富
士
山
と
そ
の
価
値
を
認
め
な
が
ら
も
、
ゴ
ミ
の
山
問
題
、
あ
と
を
絶
た
な
い
開
発
問
題

と
い
っ
た
富
士
山
に
対
す
る
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
な
か
な
か
払
拭
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
も
毎
年
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
清

掃
活
動
、
特
に
平
成
十
七
年
度
以
降
に
行
わ
れ
た
山
小
屋
の
整
備
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
整
備
、
山
の
崩
壊
防
止
対
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
富

士
山
の
環
境
が
改
善
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
推
薦
書
に
掲
載
す
る
構
成
資
産
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
定
め
る
評
価
基
準
に
合
わ
せ
、
慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
決
め
ら
れ
た
。
こ
の

検
討
過
程
で
最
初
に
六
六
あ
っ
た
構
成
資
産
の
候
補
は
最
終
的
に
二
十
五
に
絞
り
込
ま
れ
た
。
学
術
委
員
会
の
検
討
中
に
気
付
い
た
こ
と

身
延
山
大
学
公
開
講
演
会
講
演
録
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は
、
富
士
山
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
、
世
界
中
の
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
た
め
、
と
も
す
れ
ば
議
論
が
深
ま
ら
な
い
場
面
も
見
ら

れ
た
。
県
内
外
の
有
識
者
か
ら
「
富
士
山
は
、
上
滑
り
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
厳
し
い
言
葉
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
富
士
山
に
対
し

て
の
基
礎
的
な
学
問
研
究
が
充
分
で
な
い
こ
と
、
県
に
専
門
の
研
究
機
関
が
な
い
こ
と
も
、
こ
う
し
た
指
摘
の
根
底
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
私
た
ち
は
、
平
成
二
十
年
に
な
っ
て
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
県
に
対
し
て
「
山
梨
県
富
士
山
総
合
学
術
調
査
研
究
委
員
会
」

の
発
足
を
懇
願
し
、
富
士
山
な
ら
び
に
周
辺
の
考
古
、
歴
史
、
民
俗
、
文
学
、
自
然
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
県
内
外
か
ら
、
専
門

の
研
究
者
を
招
聘
し
緊
急
に
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　

こ
の
調
査
研
究
は
、
平
成
二
十
四
年
に
四
年
間
の
研
究
成
果
と
し
て
、
中
間
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
研
究
成
果
は
推

薦
書
の
提
出
を
一
年
早
め
る
こ
と
に
寄
与
し
た
と
自
負
も
し
て
い
る
。

　

一
方
、
構
成
資
産
は
、
国
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
平
成
二
十
三
年
に
な
っ
て
か
ら
、
富
士
山
は
文

化
遺
産
と
し
て
の
登
録
で
あ
れ
ば
、
特
別
名
勝
指
定
だ
け
で
は
な
く
「
史
跡
指
定
」
が
不
可
欠
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
は
い

さ
さ
か
驚
い
た
が
総
合
学
術
調
査
研
究
委
員
会
の
成
果
に
助
け
ら
れ
、
文
化
庁
へ
の
史
跡
指
定
の
申
請
を
何
と
か
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
二
十
三
年
の
史
跡
指
定
に
は
、
富
士
山
八
合
目
以
上
の
山
体
、
吉
田
口
登
山
道
、
北
口
本
宮
冨
士
浅
間
神
社
、
河
口
浅
間
神
社
、
冨

士
御
室
浅
間
神
社
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
内
地
が
史
跡
の
指
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
富
士
五
湖
（
山
中
湖
、
河
口
湖
、
西
湖
、
精
進
湖
、
本
栖

湖
）
は
富
士
山
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
証
明
の
た
め
に
は
必
須
の
構
成
資
産
で
あ
る
と
さ
れ
、
国
の
名
勝
指
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
に
は
湖
岸
に
か
か
わ
る
三
五
五
件
の
住
民
の
同
意
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ま
た
大
変
な
作
業
と
な
っ
た
。
住
民
か
ら
の
同
意
取
得

は
困
難
を
極
め
、
二
十
五
年
の
登
録
が
危
ぶ
ま
れ
険
悪
な
状
態
と
な
っ
た
。

　

山
梨
県
で
は
知
事
を
先
頭
に
県
職
員
、
市
町
村
職
員
が
昼
夜
奮
闘
し
、
地
元
と
の
交
渉
を
重
ね
、
よ
う
や
く
平
成
二
十
二
年
十
二
月
末
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日
に
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
国
の
名
勝
指
定
を
受
け
構
成
資
産
と
し
て
の
推
薦
書
の
記
載
に
間

に
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
有
形
文
化
財
で
も
富
士
吉
田
市
の
御
師
の
住
宅
旧
外
川
家
も
紆
余
曲
折
あ
っ
た
が
や
っ
と
の
こ
と
で

国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
専
門
家
で
構
成
す
る
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
二
県
学
術
委
員
会
で
決

め
た
二
十
五
件
の
構
成
資
産
の
う
ち
山
梨
県
分
の
構
成
資
産
が
よ
う
や
く
出
揃
い
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
に
推
薦
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
登
録
に
か
か
わ
る
様
々
な
仕
事
は
、
行
政
に
携
わ
る
方
々
の
努
力
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
地
元
の
関
係
者
の
理
解
と

協
力
が
な
け
れ
ば
到
底
果
た
す
こ
と
の
で
き
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
。

　

更
に
平
成
十
七
年
以
来
、
心
配
し
て
き
た
問
題
の
一
つ
に
吉
田
口
登
山
道
の
山
小
屋
の
問
題
が
あ
っ
た
。
吉
田
口
登
山
道
は
ス
バ
ル
ラ

イ
ン
開
通
以
来
通
行
量
が
激
減
し
て
、
馬
返
か
ら
五
合
目
に
至
る
山
小
屋
は
経
営
不
振
と
な
り
、
あ
る
も
の
は
廃
墟
と
な
り
、
あ
る
も
の

は
立
腐
れ
に
な
る
な
ど
、
景
観
上
登
録
に
向
け
た
足
か
せ
に
な
り
か
ね
ず
、
大
変
に
危
惧
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
十
四
年
八
月
に
な
っ
て

地
元
富
士
吉
田
市
が
荒
廃
し
た
山
小
屋
を
き
れ
い
に
撤
去
し
関
係
者
は
一
様
に
安
堵
し
た
。

　

以
上
、
学
術
委
員
会
が
こ
の
七
年
間
、
文
化
遺
産
登
録
に
か
か
わ
り
、
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
問
題
を
二
、
三
拾
っ
て
み
た
が
、
今

に
な
っ
て
思
え
ば
多
く
の
人
々
か
ら
の
御
協
力
に
よ
っ
て
な
し
え
た
仕
事
で
あ
っ
た
と
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
。

　

富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
達
成
は
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
は
大
き
い
。
自
然
と
人
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う

向
き
合
っ
て
保
全
管
理
を
進
め
て
い
く
か
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。
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富
士
山
信
仰

　

富
士
山
が
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
の
は
「
信
仰
の
対
象
」
と
「
芸
術
の
源
泉
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

　

富
士
山
の
信
仰
に
つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
考
え
て
み
た
い
。

遙
拝
の
山
と
浅
間
神
社

　

噴
火
及
び
溶
岩
の
流
れ
を
繰
り
返
す
富
士
山
は
恐
ろ
し
く
、
か
つ
神
秘
的
な
山
で
あ
る
。
そ
の
た
め
富
士
山
は
古
く
か
ら
人
々
に
よ
り

仰
ぎ
見
て
崇
拝
す
る
「
遙
拝
」
の
対
象
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
。

　

富
士
宮
市
の
一
万
年
前
の
大
鹿
窪
遺
跡
、
同
市
の
四
千
年
前
の
千
居
遺
跡
は
冨
士
山
に
か
か
わ
る
祭
祀・

集
落
遺
跡
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
富
士
山
の
火
山
活
動
は
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
十
数
回
の
噴
火
の
記
録
が
あ
る
。

　

八
世
紀
後
半
に
は
富
士
山
の
噴
火
の
様
子
が
記
事
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
く
は
富
士
山
を
「
福
慈
神
」
と
い
わ
れ
、
神
は

い
つ
し
か
「
浅
間
神
社
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
に
浅
間
神
社
が
建
立
さ
れ
た
の
は
富
士
宮
市
の
山
宮
浅
間
神
社
で
そ
の
宮
を
大

同
元
年
（
八
〇
六
）
に
現
在
の
地
に
移
し
た
の
が
「
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
に
な
っ
て
富

士
山
の
北
麓
に
浅
間
神
社
が
建
立
さ
れ
た
の
が
河
口
浅
間
神
社
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
富
士
山
の
麓
か
ら
始
ま
っ
た
浅
間
信
仰
は
や
が
て

全
国
に
広
ま
り
現
在
一
三
〇
〇
社
が
存
在
す
る
。

　

浅
間
神
社
の
祭
神
は
近
世
以
降
は
木
花
開
耶
姫
命
で
統
一
さ
れ
た
女
神
像
で
あ
る
が
、
往
古
に
あ
っ
て
は
都
良
香
が
『
富
士
山
記
』
の
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中
で
云
っ
て
い
る
よ
う
に
「
仰
ぎ
て
山
の
峯
を
観
る
に
白
衣
の
美
女
二
人
有
り
て
山
の
嶺
の
上
に
双
び
舞
ふ
云
々
」
と
あ
る
よ
う
に
今
日

各
社
に
伝
わ
る
木
花
開
耶
姫
像
と
は
異
な
り
、
現
在
南
ア
ル
プ
ス
市
の
浅
間
神
社
に
伝
わ
る
平
安
期
の
女
神
像
（
重
要
文
化
財
）
の
姿
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
、
室
町
時
代
に
は
忍
野
村
忍
草
浅
間
神
社
、
熱
海
市
伊
豆
山
神
社
に
伝
わ
る
女
神
像
の
姿
と
な

り
、
富
士
講
全
盛
期
以
降
に
あ
っ
て
は
今
日
の
木
花
開
耶
姫
の
女
神
像
に
な
っ
た
。

修
験
者
の
時
代

　

富
士
山
は
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
十
数
回
の
噴
火
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。
当
時
は
恐
ろ
し
く
か
つ
神
秘
的
な
山
と
し

て
遙
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
。
永
保
二
年
（
一
〇
八
二
）
の
噴
火
を
最
後
に
休
止
期
に
入
っ
た
こ
ろ
か
ら
修
験
に
よ
る
富
士
山
へ
の
登
拝
が

は
じ
ま
っ
た
。
修
験
は
山
岳
信
仰
の
中
の
宗
教
活
動
の
一
つ
で
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
が
外
来
の
密
教
、
道
教
、
儒
教
な
ど
の
影
響
の
も

と
に
、
平
安
時
代
末
期
に
一
つ
の
宗
教
体
系
を
作
り
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
修
験
は
特
定
の
祖
師
の
教
え
に
基
づ
く
宗
教
と

は
異
な
り
、
山
岳
修
験
の
修
行
に
よ
っ
て
呪
術
を
獲
得
し
た
実
践
的
儀
礼
を
中
心
に
し
た
宗
教
で
あ
る
。

　

富
士
山
修
験
者
の
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
の
ち
に
修
験
の
開
祖
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
役
小
角
で
あ
る
。
役
小
角
は
葛
城
山
で
修
行

し
た
山
林
修
行
者
の
一
人
で
富
士
山
に
も
登
拝
伝
説
が
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
に
よ
れ
ば
、
六
三
四
年
大
和
国
葛
城
上
郡
茅
原
村
に
出
生

し
た
。
朝
鮮
系
の
呪
術
者
韓
国
連
広
足
は
小
角
の
妖
言
を
妬
ん
で
天
皇
に
讒
訴
し
、
そ
の
た
め
小
角
は
伊
豆
の
大
島
に
流
刑
に
処
せ
ら
れ

た
。
小
角
は
、
昼
は
伊
豆
に
お
り
夜
は
富
士
山
で
修
行
し
た
と
い
う
。
ま
た
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
頃
に
著
し
た
都
良
香
の
『
富
士
山

記
』
に
「
昔
役
の
居
士
と
い
ふ
も
の
有
り
て
、
其
の
頂
に
登
る
こ
と
を
得
た
り
」
と
あ
る
の
で
九
世
紀
末
に
は
役
小
角
は
傑
出
し
た
呪
術

者
、
修
験
者
と
し
て
伝
承
化
さ
れ
て
い
た
。
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富
士
山
を
め
ぐ
る
縁
起
や
記
録
に
名
を
と
ど
め
て
い
る
古
い
修
験
者
に
伊
豆
国
の
伊
豆
山
権
現
（
現
在
の
伊
豆
山
神
社
）
の
修
験
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

伊
豆
山
神
社
の
『
走
湯
山
縁
起
』
に
よ
る
と
承
和
三
年
（
八
三
六
）
甲
斐
国
八
代
郡
竹
生
の
住
人
賢
安
（
福
光
園
寺
開
山
）
が
伊
豆
国

に
赴
任
し
た
と
き
、
走
湯
権
現
の
霊
験
を
得
て
本
地
仏
の
千
手
観
音
像
や
仏
堂
を
造
営
し
た
の
が
同
社
の
は
じ
ま
り
と
伝
え
て
い
る
。
ま

た
『
伊
豆
国
神
階
帳
』
に
祭
神
は
正
一
位
千
限
大
菩
薩
と
あ
り
、
浅
間
大
菩
薩
を
祭
神
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
伊
豆
山
権
現
が
創
立
し

て
ま
も
な
く
富
士
山
へ
の
登
拝
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
承
で
は
富
士
山
へ
の
古
い
登
拝
道
に
「
ケ
イ
ア
ウ
ミ
チ
」
の
伝
承
が
あ
る

が
、
こ
れ
が
賢
安
の
登
拝
し
た
道
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ほ
か
『
本
朝
世
紀
』
に
よ
れ
ば
金
時
（
年
次
未
詳
）、
賢
薩
（
九
八
三
）、
日
代

（
一
〇
五
九
）
な
ど
が
村
山
修
験
と
し
て
末
代
上
人
よ
り
前
に
山
頂
に
登
拝
し
て
い
る
。

　

末
代
上
人
は
伊
豆
山
権
現
で
修
行
し
た
修
験
者
で
『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
の
記
事
に
よ
る
と
「
富
士
山
上
人
」
と
称

せ
ら
れ
、
富
士
山
へ
の
登
拝
は
数
百
度
に
お
よ
び
修
行
を
繰
り
返
し
た
。
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
一
切
経
を
書
写
し
て
富
士
山
山
頂

に
埋
納
す
る
こ
と
を
発
願
し
た
。
そ
の
た
め
に
東
海
、
東
山
両
道
の
衆
庶
を
勧
化
し
た
。
ま
た
鳥
羽
法
皇
の
結
縁
を
獲
得
し
た
こ
と
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
末
代
は
頂
上
に
大
日
堂
を
建
立
し
て
大
日
如
来
像
を
造
立
し
た
。
浅
間
大
神
は
女
神
像
が
祭
神
で
、
そ
の
本
地
仏
大
日

如
来
像
を
造
立
す
る
に
あ
た
り
民
衆
か
ら
疑
義
が
出
た
。

　

そ
れ
は
浅
間
大
神
の
本
地
仏
大
日
如
来
は
金
剛
毘
盧
舎
那
仏
で
あ
り
す
べ
て
を
総
括
す
る
密
教
の
中
心
仏
で
あ
る
の
で
、
金
剛
界
大
日

如
来
を
安
置
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
浅
間
大
神
は
女
神
で
あ
る
の
で
胎
蔵
界
大
日
如
来
で
は
な
い
か
と
不
信
を
か
い
、
末
代
上
人
は
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
富
士
山
中
で
百
日
の
断
食
行
を
お
こ
な
い
、
そ
こ
で
上
人
が
悟
ら
れ
た
。
神
仏
は
男
女
を
超
超
し
た
金
胎
不

二
の
世
界
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
、
民
衆
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
た
。
現
在
も
村
山
浅
間
神
社
に
正
嘉
三
年
（
一
二
五
九
）
に
造
立
し
た
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胎
蔵
界
大
日
如
来
像
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
像
は
中
途
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二
世
紀
の
末
代
上
人
の
時
代
ま
で
遡
る
と
い
わ
れ
、

上
人
と
か
か
わ
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　

富
士
山
で
は
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
時
代
に
山
体
に
お
祀
り
し
て
あ
っ
た
仏
像
や
仏
具
が
山
を
下
っ
て
い
る
の
で
全
体
は
把
握
で
き
な

い
が
、
富
士
吉
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館
が
調
査
し
た
『
富
士
の
神
仏
』
で
は
胎
蔵
界
の
大
日
如
来
像
と
不
動
明
王
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は

富
士
山
は
女
神
で
あ
る
の
で
、
母
胎
を
表
す
と
い
わ
れ
る
胎
蔵
界
大
日
如
来
に
人
々
の
関
心
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
鎌
倉
時
代
か
ら
山
頂
の
八
つ
の
高
所
を
八
葉
の
峰
と
称
し
、
火
口
を
大
日
如
来
と
し
て
、
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
中
台
八
葉
院
に
見
立

て
て
い
た
。
天
台
宗
学
僧
仙
覚
の
著
し
た
万
葉
集
の
注
釈
書
に
「
い
た
だ
き
に
八
葉
の
嶺
あ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、

富
士
講
の
全
盛
期
に
「
冨
士
山
八
葉
九
尊
図
」（
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
））
の
木
版
画
が
登
拝
者
に
配
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
富
士
講
の

中
に
密
教
の
教
え
が
根
付
い
て
い
た
こ
と
で
は
な
い
か
。

　

十
一
世
紀
に
末
代
が
広
め
た
村
山
修
験
者
が
村
山
の
地
を
拠
点
と
し
て
大
き
く
発
展
し
、
文
保
年
間
（
一
三
一
七
～
一
九
）
に
は
頼
尊

が
山
中
の
一
宇
を
村
山
に
移
し
浅
間
神
社
の
前
身
で
あ
る
興
法
寺
を
開
い
た
。
文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
に
聖
護
院
本
山
派
に
属
し
た
。

室
町
時
代
に
入
る
と
一
般
の
登
拝
者
も
増
加
し
、
村
山
三
宝
（
辻
之
坊・

池
西
坊・

大
鏡
坊
）
な
ど
の
修
験
が
発
達
し
た
。

　

富
士
山
の
山
梨
県
側
、
北
麓
の
修
験
者
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
富
士
山
二
合
目
の
御
室
で
あ
る
。
甲
府
盆
地
か
ら
古
代
の
官
道
に
起
源

す
る
御
坂
峠
を
通
っ
て
船
津
口
登
山
道
に
出
る
。
御
坂
峠
の
盆
地
側
に
あ
る
行
者
平
に
は
堂
宇
が
あ
り
、
往
古
に
あ
っ
て
は
、
大
善
寺
（
現

在
の
甲
州
市
〉
が
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。
十
五
世
紀
ご
ろ
武
田
信
春
に
よ
っ
て
役
行
者
像
（
鎌
倉
時
代
作　

現
大
善
寺
所
蔵
）
は
大
善
寺

に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

二
合
自
の
御
室
に
は
冨
士
御
室
浅
間
神
社
を
中
心
に
円
楽
寺
（
甲
府
市
右
左
口
）
兼
帯
の
行
者
堂
が
あ
り
役
行
者
像
は
平
安
時
代
末
期
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の
作
で
現
在
円
楽
寺
が
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
西
念
寺
（
時
宗　

富
士
吉
田
市
）
の
子
院
定
禅
院
が
あ
り
、
富
士
登
拝
に
係
る
甲
州
側
の

信
仰
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
円
楽
寺・

大
善
寺
に
伝
わ
る
修
験
開
祖
と
仰
が
れ
る
役
行
者
両
像
は
全
国
的
に
見
て
最
も
古
く
富
士
山
信
仰
と

し
て
重
要
な
尊
像
で
あ
る
。

　

大
善
寺
で
は
現
在
で
も
五
月
八
日
、
寺
の
行
者
堂
の
前
庭
で
「
柏
尾
の
藤
切
祭
」
と
称
し
、
役
行
者
が
大
峰
山
で
大
蛇
退
治
を
行
っ
た

こ
と
に
な
ぞ
ら
え
会
式
を
行
っ
て
い
る
。
円
楽
寺
で
も
明
治
初
年
ま
で
「
真
木
切
り
」
と
称
し
、
全
く
良
く
似
た
行
事
が
修
験
者
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
。
昔
は
大
善
寺
が
四
月
十
四
日
、
円
楽
寺
が
四
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
役
行
者
が
富
士
山
へ
登
拝
し
た
と
き
の
「
峰

入
り
の
式
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
円
楽
寺
の
富
士
山
の
行
者
堂
で
は
夏
期
に
は
登
拝
者
に
金
剛
杖
を
施
与
し
て
い

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
両
寺
は
と
も
に
甲
州
を
代
表
す
る
修
験
で
、
甲
府
盆
地
か
ら
御
坂
山
地
、
さ
ら
に
は
富
士
山
へ
と
連
な
る

回
峰
ル
ー
ト
で
も
あ
っ
た
。

　

富
士
河
口
湖
町
大
嵐
に
所
在
す
る
蓮
華
寺
（
日
蓮
宗
）
は
大
同
山
御
堂
寺
と
称
す
る
真
言
寺
院
で
、
背
後
に
聳
え
る
「
だ
ん
の
山
」（
檀

山
、
足
和
田
山
）
の
頂
上
は
奥
院
と
呼
ば
れ
、
寺
伝
で
は
役
行
者
修
法
の
地
と
言
わ
れ
、
一
帯
が
修
験
の
行
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

日
蓮
宗
（
法
華
宗
）
と
富
士
信
仰

　

富
士
信
仰
に
対
す
る
仏
教
諸
派
の
中
で
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）
に
つ
い
て
は
、
富
士
山
五
合
五
勺
の
経
ヶ
岳
の
事
跡
が
有
名
で
あ
る
が
、

日
蓮
が
法
華
経
を
読
誦
し
埋
経
し
た
確
か
な
史
料
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
日
蓮
が
富
士
山
に
対
し
て
の
特
別
な
位
置
付
け
も
な
い
。

し
か
し
長
倉
信
祐
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
日
蓮
が
大
曼
荼
羅
御
本
尊
の
中
で
天
照
大
神
、
八
幡
大
菩
薩
と
同
格
の
法
華
本
門
信
仰
の
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上
で
守
護
神
と
し
て
千
眼
天
王
即
ち
千
眼
大
菩
薩
富
士
浅
間
大
菩
薩
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
日
蓮
自
ら
位
置
付
け
て
い
る
と
み
る
べ
き
か

も
知
れ
な
い
。

　

ま
た
西
岡
芳
文
氏
が
言
わ
れ
る
、
六
老
僧
の
中
の
日
興
が
富
士
山
を
中
心
に
お
こ
な
っ
た
教
義
「
本
門
戒
壇
」
の
構
想
を
み
て
も
富
士

山
信
仰
の
一
つ
の
流
れ
の
中
で
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
く
に
甲
州
、
駿
州
、
豆
州
を
中
心
に
富
士
門
流
の
弘
通
を

行
っ
て
き
た
日
興
は
日
蓮
三
回
忌
以
降
そ
の
活
動
は
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。
と
く
に
日
興
は
富
士
山
修
験
と
し
て
活
動
し
て
き
た
走
湯
山
修

験
や
村
山
修
験
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
。
日
興
が
天
台
宗
で
あ
っ
た
岩
本
の
実
相
寺
に
仕
え
て
い
た
こ
ろ
日
蓮
と
の
出
合
い
が

あ
り
、
当
時
の
富
士
山
修
験
と
も
交
流
が
あ
っ
て
日
興
を
介
し
て
有
力
な
修
験
者
が
法
華
宗
に
改
宗
さ
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
日
興

に
は
本
弟
子
と
い
わ
れ
る
日
目・
日
華・

日
秀・

日
禅・

日
仙・

日
乗
ら
六
人
が
い
た
。
そ
の
中
の
日
目
は
富
士
山
上
人
と
い
わ
れ
て
き

た
末
代
が
育
っ
た
走
湯
山
に
あ
っ
て
第
一
の
学
匠
式
部
僧
都
と
い
わ
れ
た
が
日
興
に
教
化
さ
れ
て
日
目
を
名
乗
り
の
ち
に
大
石
寺
蓮
華
坊

を
開
創
す
る
。
日
華
は
富
士
山
二
合
目
御
室
に
行
者
堂
を
構
え
た
真
言
宗
修
験
の
七
覚
山
円
楽
寺
で
出
家
し
た
修
験
で
あ
る
。
日
興
の
誕

生
地
鰍
沢
の
蓮
華
寺
の
住
僧
で
も
あ
っ
た
。
沼
津
市
岡
宮
の
天
台
宗
光
長
寺
と
真
言
修
験
で
あ
っ
た
甲
州
市
勝
沼
休
息
の
立
正
寺
は
日
蓮

に
よ
っ
て
改
宗
さ
れ
両
山
一
寺
と
し
て
日
法
が
開
山
と
な
る
。
立
正
寺
の
当
時
の
住
職
宥
範
が
日
蓮
と
法
論
を
か
わ
し
後
に
日
蓮
の
弟
子

と
な
り
日
乗
と
名
乗
り
日
興
の
本
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
。
日
法
は
駿
河・

甲
斐
に
伝
道
し
、
富
士
山
の
周
辺
の
上
吉
田
の
上
行
寺
、
木

立
の
妙
法
寺・

常
在
寺・

浄
蓮
寺
な
ど
は
岡
宮
光
長
寺
の
末
と
な
り
、
富
士
山
信
仰
と
か
か
わ
り
を
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、

甲
斐
国
の
戦
国
時
代
の
基
本
史
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
『
勝
山
記
』（『
妙
法
寺
記
』）
の
記
述
者
が
常
在
寺
末
の
寺
庵
（
法
華
堂
）
の

僧
ら
に
よ
っ
て
書
き
つ
が
れ
て
い
た
り
、
後
編
の
作
成
の
母
体
は
常
在
寺
の
本
寺
光
長
寺
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
み
る
と
日
蓮
宗
（
法

華
宗
）
と
富
士
山
信
仰
は
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
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む
し
ろ
当
時
の
富
士
山
周
辺
の
有
力
な
修
験
者
た
ち
が
折
伏
に
よ
る
改
宗
も
あ
っ
た
が
法
華
経
信
仰
に
対
し
て
迎
合
的
で
あ
っ
た
近
世

に
あ
っ
て
は
当
山
派
、
本
山
派
修
験
に
対
し
小
室
の
妙
法
寺
、
休
息
の
立
正
寺
、
七
面
山
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）
系
修

験
が
存
在
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

富
士
講
の
時
代

　

十
六
世
紀
、
戦
国
時
代
の
末
期
に
現
れ
た
長
谷
川
角
行
は
修
験
者
の
一
人
で
、
こ
の
世
と
人
間
の
生
み
の
親
は
、
も
と
の
ち
ち
、
は
は
、

す
な
わ
ち
富
士
山
が
根
本
の
神
で
あ
る
と
し
、
江
戸
と
そ
の
周
辺
の
庶
民
の
現
世
利
益
に
応
え
て
人
を
救
う
近
世
富
士
講
の
教
義
を
唱
え

た
行
者
で
あ
る
。
登
拝
の
た
め
の
登
山
道
が
開
か
れ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
、
現
在
伝
わ
る
大
宮・

村
山
口
（
富
士
宮
市
）
登
山
道
を
は
じ

め
須
山
口
（
御
殿
場
市
）、
須
走
口
（
駿
東
郡
小
山
町
）、
吉
田
口
（
富
士
吉
田
市
）
の
登
山
道
が
聞
か
れ
た
。

　

長
谷
川
角
行
は
、
特
に
関
東
を
中
心
に
地
域
の
庶
民
の
現
世
利
益
を
祈
り
、
近
世
富
士
講
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
十
八
世
紀
に
な
る
と
、

村
上
光
清
、
食
行
身
禄
へ
と
う
け
つ
が
れ
富
士
講
全
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
、
江
戸
市
中
を
中
心
に
関
東
一
円
に
富
士
講
が
蔓
延
し
た
と
い
う
。
江
戸
八
百
八
町
に
八
百
八
講
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
講
が
あ
り
、

吉
田
口
は
と
く
に
御
師
の
宿
坊
が
繁
栄
し
、
全
盛
期
に
は
宿
坊
八
十
六
軒
が
軒
を
連
ね
た
と
い
う
。

　

富
士
山
の
信
仰
は
山
頂
を
極
め
て
登
拝
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
と
く
に
そ
の
間
の
「
登
拝
」「
富
士
山
禅
定
」
の
よ
う
な
登
山
行

為
や
巡
礼
行
為
が
宗
教
的
に
重
視
さ
れ
た
。
ま
た
富
士
山
へ
の
登
山
は
夜
明
け
前
に
山
頂
を
目
指
す
登
山
者
が
多
い
。
こ
れ
は
山
頂
付
近

か
ら
日
の
出
を
拝
む
こ
と
で
、
十
七
世
紀
以
降
、
道
者
が
山
頂
周
辺
で
「
御
来
仰
（
仏
の
来
迎
と
見
な
さ
れ
た
現
象
）」
の
ち
の
「
御
来

光
」
を
拝
ん
だ
こ
と
に
由
来
し
た
。
富
士
山
は
年
間
、
夏
の
二
か
月
の
聞
に
三
〇
万
人
以
上
の
人
々
が
山
頂
を
め
ざ
す
が
、
こ
れ
は
近
代
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ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
に
起
源
す
る
も
の
で
は
な
く
一
七
世
紀
以
降
の
江
戸
を
中
心
に
関
東
一
円
に
広
ま
っ
た
富
士
講
の
登
拝
で
、
今
日
ま
で
引

き
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
富
士
講
が
十
五
、
十
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
密
教
思
想
だ
け
で
な
く
浄
土
思
想
が
芽
生
え
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

山
岳
信
仰
で
は
山
そ
の
も
の
が
神
で
あ
り
、
仏
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
と
共
に
、
死
者
の
赴
く
世
界
は
西
方
十
万
億
土
の
浄
土
と
い
い

な
が
ら
、
浄
土
は
我
々
の
身
近
に
あ
る
山
や
森
で
あ
る
の
だ
と
信
じ
て
お
り
そ
の
頂
上
に
浄
土
は
あ
る
と
想
定
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
的

な
山
と
し
て
、
富
士
山
が
あ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

十
六
世
紀
前
半
の
曼
荼
羅
図
に
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
が
所
蔵
し
て
い
る
狩
野
元
信
が
描
い
た
「
富
士
参
詣
曼
荼
羅
図
」（
重
要
文
化

財
）
に
は
そ
の
こ
と
を
如
実
に
現
し
て
い
る
。

　

富
士
山
へ
の
道
者
が
湧
玉
池
で
水
垢
離
を
と
り
、
潔
斎
し
て
、
村
山
口
か
ら
山
頂
を
目
指
す
富
士
登
拝
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
下

部
に
は
東
海
道・

清
見
寺・

清
見
関・

三
保
松
原
が
描
か
れ
て
、
中
間
に
は
は
大
宮
浅
間
神
社
（
現
在
の
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
）・

村
山

浅
間
神
社
、・

大
日
堂・

神
楽
殿
な
ど
が
あ
る
。
村
山
口
の
そ
の
上
部
に
は
中
宮
八
幡
堂・

発
心
門・

御
室
大
日
堂
と
思
わ
れ
る
山
内
諸

堂
が
描
か
れ
て
い
る
。
松
明
を
手
に
し
た
行
者
が
列
を
成
し
て
山
頂
に
向
か
っ
て
い
る
様
子
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
上
部
は
三

つ
の
峰
に
描
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仏
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
、
右
は
浅
間
大
菩
薩
の
本
地
仏
大
日
如
来
、
左
は
薬

師
如
来
で
あ
る
こ
の
曼
荼
羅
図
は
、
中
央
に
阿
弥
陀
如
来
を
描
き
浄
土
思
想
を
現
し
て
い
る
。
甲
州
側
の
富
士
講
の
道
者
達
は
北
口
本
宮

浅
間
神
社
か
ら
馬
返
し
ま
で
を
草
山
と
呼
び
、
馬
返
し
か
ら
五
合
目
ま
で
を
木
山
と
呼
び
、
そ
れ
か
ら
頂
上
ま
で
を
焼
山
と
か
ハ
ゲ
山
と

い
い
、
こ
の
砂
礫
地
帯
は
神
仏
の
世
界
で
あ
り
、
地
獄
ま
た
は
死
後
の
世
界
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
富
士
山
が
浄
土
思
想
と
結
び
つ
き
、

大
日
如
来
に
変
わ
っ
て
阿
弥
陀
如
来
が
安
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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富
士
山
に
登
拝
す
る
の
に
は
清
浄
な
白
装
束
を
身
に
ま
と
い
、
金
剛
杖
を
突
い
て
「
懺
愧・

懺
悔
六
根
清
浄
」
と
唱
え
、
祈
り
な
が
ら

山
中
に
入
り
風
穴
、
溶
岩
樹
形
、
湖
沼
、
湧
水
、
滝
は
修
業
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
地
を
巡
礼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
を
清

め
治
病・
除
災
な
ど
霊
力
を
獲
得
し
罪
や
穢
れ
を
消
し
て
人
間
は
生
ま
れ
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
「
擬
死
再
生
」
の
思
想
と
し
て
富
士
山

信
仰
及
び
儀
礼
が
確
立
し
た
。
し
か
し
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
山
中
の
仏
像
、
仏
具
は
下
山
ま
た
は
廃
棄
さ
れ
、
神
道
の
施
設

と
し
て
再
編
さ
れ
た
が
、
富
士
山
そ
の
も
の
が
神
で
あ
り
仏
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
特
に
富
士
山
に
は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ

て
も
古
来
か
ら
の
思
想
が
根
底
に
根
深
く
伝
わ
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
富
士
山
に
対
す
る
日
本
人
の
精
神
性
が
脈
々
と
今
日
に
受
け
継
が

れ
で
い
る
こ
と
が
イ
コ
モ
ス
か
ら
認
め
ら
れ
、
富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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